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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100

Calculated MW: 52 kDa; Observed MW: 52 kDa

ATG4C

ATG4C; APG4C; AUTL1;, AUTL3; Cysteine protease ATG4C; AUT-like 3 cysteine
endopeptidase; Autophagin-3; Autophagy-related cysteine endopeptidase 3; Autophagy-
related protein 4 homolog C
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	オートファジーに必要なシステインプロテアーゼは、MAP1LC3、GABARAPL2、またはGABARAPのC末端部分を切断し、フォームIを遊離させる。フォームIのサブポピュレーションはその後、より小さなフォーム（フォームII）に変換される。C末端グリシンが露出したフォームIIは、ホスファチジルエタノールアミン（PE）結合型と考えられており、オートファゴソームに結合する能力を有する。
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	ATG4C 抗体を使用した K562、Hela 溶解物中の ATG4C のウエスタン ブロット分析。
	

	ATG4C 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト肺癌の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。

